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居間の窓面は3方を開放、和室は2方を開放にしたため、木造住宅

耐震上に必要なコーナーの壁がとれない。通常では不安定な構造

であるが、2階の床面、そして各階の屋根面のはり上にくぎ打ちされ

た構造用合板に水平力を持たせることにより、安定した構造となって

いる。屋根面は構造用合板の上に1重目の垂木で庇を持ち出し、2重

目の垂木間は断熱と通気の機能を果たしている。2重垂木にするこ

とにより、高い断熱性能の確保とともに樋を軒先から離して配するこ

とによるスッキリした納まりの庇、曲がりのない竪樋、落ち葉で詰まり

やすい樋の屋根面からの清掃などが可能となった。

国産厚物合板屋根の手引き


